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７７８件 ３２,５９７,８４２円 
ご協力有り難うございます。 

夏休みに向かって 義援金の募金 を再度呼びかけましょう！ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【主な義援金寄付者・団体の紹介】 

● 7月 4日現在、50万円を超える義援金を集めていただいた都道府県 ● 

 

東京都 184万円、静岡県 161 万円、大阪府 80万円、長崎県 74万円、三重県 69万円、 

滋賀県 59万円、新潟県 57 万円、岐阜県 57万円、奈良県 55万円、あと少し群馬県 46万円 

 

● 大口寄付者 ● 

 

 愛知県在住の木村幸代様から５００万円の義援金が寄せられました。 

木村様は２月にご家族を亡くされ、受け継いだ遺産を「苦しんでいる人

のために使いたい」と考え聴覚障害者団体に寄付することを決めたとのこ

とです。石野本部長がお礼に伺うと、「これから手話を学びたい」とのこと。

手土産の『わたしたちの手話学習辞典』をとても喜んでくださいました。 

 

～ご存知ですか？ クレジットカードでも義援金を受付けています～ 

連盟のＨＰからクレジットカードを使った義援金の振り込みができます。 

 特に海外からの送金はこの方法が一番手数料がかかりません。 

海外のお知り合いにぜひ下記サイトをご紹介ください。 

http://www.jfd.or.jp/en/quake2011/donations 

 

７月７日現在 

集まっている義援金の額 

 

ご不明な点は義援金担当まで 

fax：03-3267-3445 

E ﾒｰﾙ：info@jfd.or.jp 

 

義援金は、全国の皆さんに大変なご協力いただき、３千万円を超えています。しかし、
被災した聴覚障害者や関係者を支えていくためには、まだまだ足りません。 

これから夏休みに入ります。夏休みは、ボランティア活動に参加する方もいるでしょう。
反面、暑さや節電から離れて楽しむレジャーのシーズンでもあります。楽しさを満喫し
ていると心の中から震災が少しずつ遠くなっていきます。 

夏祭りに暑気払い、納涼会など、ろう協や手話サークルも集まる機会があると思います。 

支援の気持ちを保ち続けるためにも、どんな小さな集まりにも義援金箱、義援金袋を持
って行きましょう。ご協力をよろしくお願いします。 
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